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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
年
を
穏
や
か
に
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
自
治
会
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
と
と
も
に
、
住
民
の
生
活
や
意
識
が
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
防
災
対

策
な
ど
地
域
の
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題

に
対
処
す
る
に
は
、
地
域
の
連
帯
感
を
深
め
、
地
域
住
民
が
お
互
い

に
手
を
携
え
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、町
内
会
・
自
治
会
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
よ
り
充
実
し
、
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

　

自
治
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
組
織
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
と
の
連
携
・
協
働

を
さ
ら
に
進
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
発
に
展
開
し
、
住

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

鳥
取
市
自
治
連
合
会
で
は
、
令
和
六
年
四
月
に
、
創
立
五
〇
周
年

を
迎
え
、
七
月
に
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
自
治
会
活
動
に
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
自
治
会
の

更
な
る
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会

�
会�

長
　
土
橋
　
周
美

　

明
治
郷
づ
く
り
協
議
会
は
平
成

三
十
年
公
民
館
と
既
存
の
郷
づ
く
り

協
議
会
が
一
体
化
し
、
新
し
い
郷
づ

く
り
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

狙
い
は
、
協
議
会
が
よ
り
積
極
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め

で
あ
り
、
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
た
め
で
す
。

　

組
織
の
構
成
は
、
公
民
館
と
区
長

会
を
要
と
し
て
、社
福
、老
人
ク
ラ
ブ
、

体
育
会
、
民
児
協
、
子
ど
も
会
、
青

少
年
、
女
性
会
、
小
学
校
、
人
推
協
、

自
主
防
災
等
の
各
種
団
体
を
加
え
た

組
織
で
す
。
構
成
員
を
四
つ
の
部
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
地
域
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

①
生
涯
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
部

会
（
い
わ
ゆ
る
公
民
館
）　

②
健
康

福
祉
人
権
部
会　

③
安
心
安
全
部
会

④
自
然
環
境
地
域
活
性
部
会

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

　

①
部
会
で
は
、「
軽
ト
ラ
マ
ル
シ
ェ
」

事
業

　

地
産
地
消
と
交
流
を
狙
い
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
か
ら
採
れ
た

新
鮮
な
野
菜
を
軽
ト
ラ
に
積
み
込

み
、
第
一
水
曜
日
、
公
民
館
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

地
元
野
菜
の
販
売
を
通
し
て
、
交

流
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
、
住
民
の
楽

し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
部
会
で
は
、「
森
林
ウ
オ
ー
ク

ｉｎ
安
蔵
」
事
業

　

鳥
取
市
最
高
峰
高
山
の
す
そ
野
に

は
ス
キ
ー
場
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

宿
泊
施
設
を
備
え
た
安
蔵
森
林
公
園

が
あ
り
ま
す
。
公
園
を
出
発
し
て
林

道
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。
開
催

日
は
全
山
紅
葉
の
十
月
下
旬
。ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
サ
イ
ト
を
見
な
が
ら
、
紅

葉
の
中
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
ま
さ

に
心
身
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

歩
い
た
後
の
地
元
キ
ノ
コ
汁
と
お
に

ぎ
り
は
ま
た
最
高
で
す
。
地
元
の
人

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
令
和

五
年
で
第
十
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
地
区

地
域
課
題
解
決
に
向
け
て

地
域
課
題
解
決
に
向
け
て

明
治
郷
づ
く
り
協
議
会

明
治
郷
づ
く
り
協
議
会

��

会
長
　

会
長
　
椿
　
重
雄

椿
　
重
雄軽トラマルシェ

森林ウオークin安蔵

年
頭
の
あ
い
さ
つ

年
頭
の
あ
い
さ
つ

　

③
部
会
で
は
、
明
治
地
区
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
、
明
治
防
災
計
画
の

作
成
、
各
集
落
及
び
地
域
で
防
災
訓

練
を
実
施
し
地
域
の
安
心
安
全
を
守

る
と
と
も
に
防
災
意
識
を
高
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

④
部
会
で
は
、「
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
」

事
業

　

明
治
地
区
に
来
れ
ば
コ
ス
モ
ス
が

笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
明

る
い
地
域
に
し
よ
う
と
毎
年
続
け
て

い
ま
す
。
年
度
初
め
の
部
会
で
、
コ

ス
モ
ス
の
ま
き
方
講
習
会
を
開
き
、

各
集
落
で
子
ど
も
会
も
一
緒
に
な
っ

て
除
草
・
種
ま
き
を
行
い
ま
す
。
文

化
農
業
祭
に
は
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
い
、
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
の
出
来
栄

え
を
競
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
づ
く
り
協
議
会
は
、
年
間
五
十

以
上
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事

業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
地
域
課
題
解
決

で
す
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。
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有
楽
町
町
内
会
は
、
昭
和
三
十
二
年
三
十

世
帯
ぐ
ら
い
の
戸
数
で
、
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
の
行
徳
二
丁
目
、
三
丁
目
の
一
部
の
住

宅
街
で
す
。

　

現
在
で
は
、
人
口
約
二
百
名
、
加
入
世
帯

数
八
二
世
帯
の
高
齢
化
が
進
む
町
内
会
で
す
。

　

町
内
の
組
織
と
し
て
、
当
時
よ
り
、
自
警

団
・
女
性
の
会
・
子
ど
も
会
・
体
育
会
・
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
五
十
名
と
会

員
数
も
多
く
、
毎
月
の
サ
ロ
ン
活
動
（
会
員

同
士
の
談
話
会
や
勉
強
会
）
や
日
帰
り
研
修

会
、
名
月
鑑
賞
会
な
ど
幅
広
い
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
警
団
で
は
、
町
内
の
各
団
体
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
独
居
の
高
齢
者
の
方
々
等
（
要

支
援
者
）
を
対
象
に
、
日
々
の
見
守
り
体
制

の
仕
組
み
や
災
害
時
の
避
難
支
援
の
仕
組
み

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
年

二
回
の
防
災
訓
練
、
町
内
夜
警
、
年
二
回
の

狐
川
清
掃
、
除
雪
作
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
で
は
、
歓
送
迎
会
、
ク
リ
ス
マ

ス
お
楽
し
み
会
、
自
警
団
と
の
合
同
夜
警
、

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
、
年
二
回
の
廃
品
回
収

等
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
会
で
は
、
町
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
、
女
性
の
会
で
は
、
年
一
回

小
物
入
れ
作
り
や
生
け
花
な
ど
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
や
団
体
が
、
積
極
的
に
活

動
す
る
こ
と
が
、
町
内
の
活
性
化
に
繋
が
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
内
で
は
、
聖
神
社
神
幸
行
列
に
屋
台

を
出
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
五
年
度

は
、
五
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
町
内
一
丸

と
な
っ
て
準
備
し
、
大
変
盛
り
上
が
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

有
楽
町
町
内
会
は
、
祭
り
を
通
し
て
、
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

の
で
き
る
楽
し
い
町
内
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 有楽町防災会

明
徳
地
区

　

浜
坂
地
区
自
治
連
合
会
は
、
結
成
五
十
周

年
を
記
念
し
て
、「
郷
土
誌
」
の
発
行
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

世
帯
数
三
、五
八
九
・
総
人
口
八
、五
六
九

（
令
和
五
年
九
月
末
現
在
）
と
一
戸
建
や
集

合
住
宅
の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
で
巨
大
化
し
、
浜

坂
小
学
校
も
県
内
一
を
誇
る
児
童
数
六
百
人

超
を
こ
こ
数
年
続
け
て
お
り
、
体
育
館
改
築

や
新
校
舎
の
建
築
も
完
成
し
、
前
途
洋
々
な

状
況
に
思
え
ま
す
。

　

反
面
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
や
町
内
会
未

加
入
世
帯
も
増
大
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
の
た
め
環
境
省
・
鳥
取
県
・

取
砂
丘
西
側
エ

リ
ア
」
の
再
開

発
（
添
付
図
参

照
）
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま

す
。
令
和
八
年

に
は
高
級
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

（
客
室
百
）
の

開
業
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
の
念
願
の
「
県
道
の
一
部
の

拡
幅
工
事
」
も
完
了
し
、「
浜
坂
江
津
橋
の

補
強
工
事
」
も
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
令
和

五
年
十
一
月
か
ら
は
、
国
交
省
が
三
ヵ
年
計

画
で
「
袋
川
（
千
代
川
合
流
点
Ⓑ
～
湯
所
橋

Ⓐ
）
の
堆
積
汚
泥
除
去
」
に
よ
り
、
河
川
の

浄
化
及
び
水
害
対
策
の
工
事
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
開
催
を
断
念
し
て
い
た
地

区
の
イ
ベ
ン
ト
を
各
町
区
・
各
団
体
の
協
力

を
得
て
、
盛
大
に
再
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

納
涼
盆
踊
り
大
会
【
八
月
五
日
㈯
】

　

敬
老
会　
　
　
　
【
九
月
十
八
日
㈪
】

　

大
運
動
会　
　
　
【
十
月
十
五
日
㈰
】

　

公
民
館
文
化
祭　

【
十
一
月
三
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
四
日
㈯
】

　

防
災
訓
練　
　
　
【
十
一
月
十
二
日
㈰
】

　

今
後
も
浜
坂
地
区
自
治
連
合
会
は
、
浜
坂

地
区
の
住
民
の
皆
様
及
び
各
町
内
会
と
力
を

合
わ
せ
て
、
社
会
貢
献
活
動
（
鳥
取
市
社
会

福
祉
協
議
会
・
赤
十
字
・
共
同
募
金
へ
の
資

金
協
力
等
々
）
を
し
、
浜
坂
地
区
の
各
団

体
・
浜
坂
地
区
公
民
館
及
び
鳥
取
市
と
連
携

し
て
、
災
害
に
強
い
「
安
心
・
安
全
・
住
み

や
す
い
・
楽
し
い
」
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

力
を
あ
わ
せ
て

力
を
あ
わ
せ
て

　
　
楽
し
い
町
内
会
を

　
　
楽
し
い
町
内
会
を

　
　
　
有
楽
町
町
内
会

　
　
　
有
楽
町
町
内
会

��

会
長
　

会
長
　
土
橋
周
美

土
橋
周
美

浜
坂
地
区

住
民
の
連
携
で

住
民
の
連
携
で

「
自
主
防
災
・
社
会
貢
献
」

「
自
主
防
災
・
社
会
貢
献
」

　
　
　
浜
坂
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
浜
坂
地
区
自
治
連
合
会

��

会
長
　

会
長
　
坪
倉
尚
敏

坪
倉
尚
敏

浜坂小学校
新校舎・新体育館

敬老会

浜坂小学校

湯所橋

鳥取砂丘
西側エリア SAND BOX TOTTORI

キャンプ場整備

県道拡幅

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊｳｽ

袋川 堆積汚泥除去

鳥
取
市
及
び
民
間
企

業
が
連
携
し
て
、
浜

坂
地
区
に
あ
る
「
鳥

Ｂ

Ａ
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　日　時　令和５年６月７日（水）
　場　所　金沢市役所第二本庁舎会議室
　出席者　［金沢市町会連合会］中川会長ほか５名、
　　　　　事務局１名、市民協働推進課２名
　　　　　［鳥取市自治連合会］土橋会長ほか14名、
　　　　　事務局３名

　コロナ禍の影響により４年ぶりの研修視察となりま
した。
　金沢市は加賀100万石の城下町で人口約458,000
人、総世帯数211,581世帯、うち町会加入世帯数
144,294世帯、町会加入率68.02％、町会数1,345町会、
一方、鳥取市は人口約181,000人、総世帯数81,914
世帯、うち自治連合会加入世帯数50,232世帯、加入
率61.3％、町内会数826町内会となっております。
　人口減少・高齢化の進むなか、両市とも総世帯数は増
加傾向にありますが、金沢市は町会への加入数が増加傾
向にあるのに対し、鳥取市は減少傾向となっています。
また金沢市は行政側からも加入促進に向けてマンション
等、集合住宅の建設時には発注者や建設業者に町会加
入を促していただくように地域の情報をお知らせするな
ど市民に積極的に働きかけているとの事です。
　公民館活動も概ね小学校区ごとに地区公民館が設置
（鳥取市も同様）されており、金沢方式と言う運営の中

で地域主体で職員を雇用することにより地域に寄り添
った運営がなされています。なお、運営費や施設整備
費も一部は地域負担となっています。社会情勢の変化
もありますが、共通の悩みとして役員の高齢化や担い
手不足、ライフスタイルの変化、若い世代の参加が少
ないなど同じような問題を抱えているのが実情です。

研修視察を終えて
　鳥取市に於いても自治会加入促進活動に対する、行
政の支援は必要不可欠です。
　自治会加入率低下の最大の原因は、大型マンション
などの集合住宅入居者の未加入であり、地域における
自治会や町内会での解決は難しいことから、鳥取市に
対して加入促進に関する条例制定を要請し、建設業者・
マンション管理会社・マンション管理組合などに対し
て、鳥取市からの働きかけを要望します。
� （文責　福田正美）

　令和５年７月７日、さざんか会館で市内の町内
会長等を対象に研修会が開催され、鳥取市自治連
合会地域支援アドバイザー西村浩一氏による「じ
ぶんたちのまちづくり～町内会は誰のためにある
の？～」をテーマとした講演を71名が聴講しまし
た。
　町内会の役員のなり手不足や一部の者への負担
集中は、町内会長の多くが突き当たる大きな壁で
もあります。講師も指摘されたように、定年制の
延長による人材の供給不足や価値観多様化による
地域共同体意識の希薄化等の背景は現代社会の大
きな潮流でもあり、すでに一町内一地区の努力や
工夫の範疇を超えてしまったとする共通認識も広
がっていると思われます。
　そうした中、今後とも町内会活動を継続して行
くためには、町内会の役割や課題の整理が重要と
の考え方にも異論を挟む余地はありません。なか
でも「防災活動」の重要性が提示されたことや、
役員の負担軽減や行政との関係見直しが急務との
考え方も、多くの関係者が賛意を示すものです。
　さらに、個人的な意見を加えるなら、少子化と

単身世帯増、人生百年時代と言われる超高齢化社
会の到来は、かつて日本人が経験したことのない
未知の時代を迎えており、社会環境も旧来の常識
を超え大きく変貌しつつあることを直視すべきだ
とも思っています。
　では、どうする？解決策の模索すら容易であり
ませんが、多くの参加者が熱心に聴講し、自らの
町内に思いを馳せたと想像すれば、悩み多き関係
者が集う研修会の意義を改めて確認することがで
きた盛夏の一日でもありました。
� （文責　石本昭雄）

令和５年度　令和５年度　先進地研修視察報告先進地研修視察報告

町内会長研修会に参加して町内会長研修会に参加して
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美
穂
地
区
は
東
側
に
は
北
流
す
る
千
代
川

を
国
道
五
三
号
線
が
沿
う
よ
う
に
走
り
、
西

側
に
は
農
業
用
水
路
の
大
井
手
川
と
堤
防

桜
、
山
沿
い
に
は
鳥
取
自
動
車
道
、
南
側
に

は
江
山
校
区
の
小
中
学
校
を
統
合
し
て
新
た

な
義
務
教
育
学
校
「
江
山
学
園
」
と
遠
く
に

「
扇
ノ
山
」
を
望
み
、
北
側
は
秋
に
は
稲
穂

の
先
に
大
砂
丘
と
日
本
海
が
見
え
て
く
る
様

な
位
置
す
る
自
然
豊
か
な
農
村
地
帯
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
昨
年
五
月
に

五
類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
八
月
五
日

に
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
美
穂
地
区
納
涼
集
う

会
を
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
各
専
門
部
会
、

公
民
館
、
区
長
会
も
結
集
し
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

四
年
ぶ
り
で
の
不
安
の
中
、
保
健
所
の
指

導
も
受
け
安
全
対
策
を
講
じ
て
、
飲
食
を
含

む
屋
台
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
を

実
施
し
、
多
く
の

来
場
者
で
楽
し
み

賑
わ
い
、
最
高
に

暑
い
「
熱
い
」
元

気
を
取
り
戻
す
納

涼
集
う
会
を
開
催

す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

十
月
二
十
八

日
・
二
十
九
日

に
は
大
事
業
で

あ
る
美
穂
地
区

文
化
祭
が
、
美

穂
地
区
公
民
館

と
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
に
地
域

も
一
体
と
な
り

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
公
民
館
や

地
域
で
活
動
し

て
い
る
各
種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
、
保
育
園
、

学
園
、
個
人
が
成
果
発
表
す
る
場
で
す
。

　

年
齢
問
わ
な
い
幅
広
い
作
品
展
に
、
催
し

も
の
、
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
と
、
昨
年
は
四
年

ぶ
り
に
飲
食
も
再
開
し
、
最
終
日
は
賑
わ
い

盛
り
上
が
り
美
穂
地
区
の
「
力
」
と
元
気
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
文
化
祭
で
し
た
。
こ
の

二
つ
の
大
イ
ベ
ン
ト
、
大
事
業
の
開
催
は
美

穂
地
区
の
大
き
な
「
力
」
で
す
。

　
「
美
穂
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

①
み
ん
な
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

②
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

③
み
ん
な
で
育
て
み
ん
な
で
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り

④
み
ん
な
で
生
き
生
き
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

⑤
緑
豊
か
な
環
境
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

こ
れ
か
ら
も
美
穂
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
公
民
館
、
区
長
会
と
地
域
一
体
に
な
り

地
域
の
皆
様
が
集
い
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
な
が
ら
美
穂
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
実
現

に
近
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

城
北
地
区

美
穂
地
区

　

城
北
地
区
の
自
治
組
織
は
、
昭
和
四
十
五

年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、「
安
全
・

安
心
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
城

北
」
を
合
い
言
葉
に
、
立
場
の
違
う
誰
も
が

「
い
い
ね
！
」
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
の
輪

を
み
ん
な
で
創
り
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
つ
頃
か

ら
か
、
地
域
の
将
来
を
担
う
若
い
世
代
が
地

域
に
関
わ
る
機
会
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
端
は
、
健
康
長
寿
化
に
よ
っ
て
、
長
期

に
わ
た
っ
て
地
域
活
動
に
参
画
す
る
高
齢
者

が
増
え
た
こ
と
。
結
果
、役
員
が
固
定
化
し
、

活
動
内
容
が
膠
着
化
す
る
要
因
と
な
り
、
若

者
世
代
が
魅
力
を
感
じ
て
、
新
規
に
地
域
活

動
に
参
画
し
に
く
い
環
境
と
な
り
、
悪
循
環

を
生
ん
で
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

城
北
地
区
の
高
齢

化
率
は
二
一
・
九
％

で
、
三
十
歳
か
ら

五
四
歳
の
階
層
別

人
口
は
全
体
の

三
四
・
九
％
に
な
り

ま
す
。
こ
の
事
業
の

ね
ら
い
は
、
納
涼
ま

つ
り
の
実
施
過
程
を

行
事
を
通
し
た
　

行
事
を
通
し
た
　

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
育
成

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
育
成

　
　
　
城
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
城
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

��

会
長
　

会
長
　
鈴
木
伝
男

鈴
木
伝
男

ガ
ン
バ
ル
美
穂
地
区

ガ
ン
バ
ル
美
穂
地
区

　　
美
穂
地
区
区
長

美
穂
地
区
区
長
会会

��

区
長
会
長
　

区
長
会
長
　
小
林
憲
二

小
林
憲
二

納涼祭

美穂地区の「力」文化祭

最高に暑い「熱い」納涼集う会

通
し
て
、
地
域

行
事
を
み
ん
な

で
創
り
上
げ
る

喜
び
を
味
わ
っ

て
ほ
し
い
と
考

え
ま
し
た
。
同

時
に
、
保
護
者

世
代
が
地
域
に

関
わ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
達

が
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
学
び
、
未
来
の
地
域
づ
く
り
の
主

役
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。
工
夫
し

た
点
は
、
長
年
、
イ
ベ
ン
ト
を
牽
引
し
て
き

た
世
代
と
、
若
い
世
代
が
、
協
力
し
て
企

画
・
運
営
す
る
組
織
と
し
ま
し
た
。
見
通
し

が
持
て
る
よ
う
に
業
務
内
容
を
「
規
約
」
と

い
う
形
で
具
体
的
に
「
見
え
る
化
」
し
、
義

務
教
育
保
護
者
世
代
を
委
員
会
の
中
核
に
据

え
ま
し
た
。
実
施
す
る
意
義
を
三
点
に
絞
っ

て
共
有
し
て
進
め
ま
し
た
。
◎
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
の

大
切
な
場　

◎
住
民
同
士
の
顔
の
見
え
る
人

間
関
係
を
構
築
す
る
場　

◎
地
域
の
活
性
化

と
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
に
貢
献
す

る
場　

結
果
、二
時
間
の
開
催
時
間
内
に
一
、

五
〇
〇
人
（
推
定
）
の
来
場
者
が
あ
り
、
目

玉
と
な
る
ブ
ー
ス
・
負
担
軽
減
を
図
っ
た
販

売
価
格
・
事
前
の
複
数
回
広
報
・
会
場
選
択
・

駐
車
場
確
保
等
が
功
を
奏
し
、
成
功
裏
に
終

了
し
、
以
後
の
事
業
で
も
、
若
い
世
代
の
参

画
者
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

団塊の世代

2023年6月現在

＊城北地区が出来た頃
（自治会結成：1970年）
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　令和５年度全国自治会連合会北海道札幌大会が
10月18日、かでるアスビックホールにて開催され
ました。全国より約500名が集い、オンラインで
25連合会が参加しました。鳥取県自治会連合会か
らも７名が参加し、盛大に開催されました。
　第一部式典は、全国自治会連合会長谷川啓二会
長の挨拶の後、開催地を代表して北海道鈴木直道
知事からの歓迎の挨拶を受けました。内閣総理大
臣のメッセージの後、自治会活動の功労者99名が
全国自治会連合会会長表彰を受けられました。鳥
取市自治連合会からは、西川功美副会長が栄えあ
る賞を受賞されました。続いて、大会宣言が全会
一致で採択され、全国自治会連合会推薦、令和４
年秋の叙勲６名、令和５年春の叙勲13名の紹介、
次期開催地の福井県自治会連合会奥村清治会長の
挨拶の後、第一部は閉会しました。
　第二部の記念公演では、「ブラタモリ」で案内人
を務めたこともある「街歩き研究家」和田哲氏に
よる「あなたとつながる北海道・札幌」と題して、
古地図と現代の地図を比べると札幌市の発展の様
子がよくわかり、大変面白かったです。

　第三部の活動発表では、苫小牧市拓勇東町内会
の「日本唯一、ウオーキングバス発車」子どもと
高齢者が一台のバスのように集団登校をする取り
組み、シニア役員のデジタル化の取り組みなど大
変参考になりました。
　第四部の交換会では、江差追分、千舞泉美太鼓
などのアトラクションに誰もが魅了されました。
各県参加者との情報交換や交流を深める事ができ、
大変有意義な大会となりました。
� （文責　土橋周美）

　令和５年９月22日(金)鳥取砂丘ビジターセンターに
於いて、岡山市連合町内会（９名）、姫路市連合自治
会（17名）、鳥取市自治連合会（11名）計（37名）に
より、４年ぶりに交流会が開催されました。
　交流会は三部構成となっており、
第一部　研修会では共通テーマ「地域の活性化につい
て」、三市から発表がありました。
・姫路市連合自治会の活動
　地域の活動拠点の活用として公民館との協働によ
り、地域団体での利用の促進、及び住民による地域
講座を実施していく。
　子ども会の見直しとして、連合体を廃止して困り
ごとの調査やその仕組みについて改善していく。
　老人クラブの見直しとして自治会との意見交換を
密にし、継続可能なあり方を見出していく。
・岡山市連合町内会の活動
　「落書きバス」がやってくる。
　小学生が下電バスに落書き体験することで、運転
席からの死角を確認する。
　「バスをきれいにするぞー」では、子どもたち全
員が落書きの残をスポンジ等で落としていく。
　さらに、子どもたちを乗せたまま、バス洗車台に
て再洗浄し、バスの安全運行への理解を深めること
を目的とされていました。
・美保南まちづくり協議会・美保南地区区長会の活動
　「南っ子を守るんじゃー」では、子どもたちが、
安心して登下校できる環境が確保できた。
　「サマースクール」では、子どもたちが成長する

ことに伴い、子どもたち同士のつながりが強まった。
　自治会と子どもたちとの交流とつながりが強化さ
れたとの報告がありました。
・筆者の感想
　三市ともに、自治会が子どもたちと親密に交流す
ることで自治会活動の重要性を認識し、活動が未来
永劫、継続していくことを真剣に考えておられるこ
とに感銘を受けました。
第二部　三市参加者で昼食を取りながら歓談・交流を
深めました。

第三部　視察研修では、鳥取砂丘「砂の美術館」に於
いて現在、開催されているエジプト展を観賞しました。
　この度のエジプト編では、ピラミッドやスフィン
クス、アブシンベル神殿など、砂で再現された、実
物に近いリアルな感覚と臨場感を楽しみました。
　最後に次回三市姉妹交流会を姫路市に於いて開催
されることを確認し、閉会となりました。
� （文責　西川功美）

北海道　時計台の鐘がなる札幌市北海道　時計台の鐘がなる札幌市

令和５年度　令和５年度　三市姉妹交流会報告三市姉妹交流会報告
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自
治
連
だ
よ
り
第
三
六
号
の
発
刊
に
際
し
、
原
稿
依
頼
に
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
原
稿
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
自
治
会
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
が
順
調
に
回
復

さ
れ
、
地
区
を
盛
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
治
連
に
お
け
る
研
修
会
な
ど
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、以
前
の
活
動
が
戻
っ

て
き
た
こ
と
に
大
変
う
れ
し
く
、
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

発
刊
に
当
た
り
、
広
報
委
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
地
区
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
広
報
委
員
長　

西
川
功
美
）

　

松
保
地
区
は
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
か
ら
西
に
約
三

㎞
に
位
置
し
、
湖
山
池
の
南
岸
か
ら
東
に
約

四
㎞
に
わ
た
る
十
六
集
落
で
構
成
さ
れ
、一
、

〇
六
〇
世
帯
約
三
、〇
〇
〇
人
が
居
住
し
て

い
ま
す
。

　

松
保
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、「
地
域
に

誇
り
を
持
ち
、
皆
が
相
互
に
支
え
合
い
活
力

あ
る
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
」

を
目
標
に
平
成
二
十
一
年
に
設
立
さ
れ
、
地

域
の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
活

動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

組
織
は
、「
総
務
・
広
報
部
」「
生
活
・
安

全
部
」「
福
祉
部
」「
体
育
部
」「
生
涯
学
習
部
」

の
五
部
か
ら
成
り
、
地
域
の
高
齢
化
対
策
や

伝
統
文
化
の
継
承
問
題
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
「
生
活
・
安
全
部
」

が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
防
災
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
多

発
し
て
お
り
、
そ
の
被
害
は
激
甚
化
し
て
い

ま
す
。
松
保
地
区
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民

の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
地
域
と
し
て
の
防
災
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
令
和
二
年
松
保
地
域
づ
く
り

協
議
会
に
お
い
て
、
災
害
時
に
即
応
で
き
る

地
域
防
災
体
制
の
整
備
に
向
け
た
協
議
を
開

始
し
、
令
和
三
年
の
地
域
づ
く
り
総
会
で
、

有
事
に
お
け
る
「
松
保
地
区
災
害
対
策
本

部
」
の
組
織
・
設
置
要
綱
・
設
置
基
準
等
が

承
認
さ
れ
地
区
の
防
災
体
制
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
大
規
模
災
害
発
生
時
、
道
路
の
寸
断

等
で
行
政
職
員
が
松
保
地
区
に
急
行
で
き
な

い
場
合
は
、
松
保
地
区
災
害
対
策
本
部
が
立

ち
上
が
り
、
地
区
住
民
（
災
害
対
策
本
部
役

員
）
の
手
で
避
難
所
開
設
や
運
営
な
ど
災
害

初
動
対
応
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
組
織
を
真
に
有
効
性
の
あ
る

対
応
が
で
き
る
組
織
に
な
る
よ
う
、
緊
急
連

絡
網
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
や
住
民
対
象
の

避
難
訓
練
等
の
各
種
訓
練
や
防
災
の
専
門
家

を
招
い
た
防
災
学
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
有
事
に
備
え
て
、
簡
易
ト
イ
レ

や
発
電
機
、
リ
ヤ
カ
ー
、
非
常
食
、
飲
料
水

起震車体験

編 後集 記

松
保
地
区

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
　
　
松
保
地
域
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
松
保
地
域
づ
く
り
協
議
会

��
会
長
　

会
長
　
竹
内
房
男

竹
内
房
男

7月豪雨松保保育園前道路
冠水の様子

等
の
備
蓄
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

災
害
時
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」「
自
助
」
が
基
本
で
す
が
、
大
規
模
災

害
の
場
合
「
公
助
」
が
迅
速
に
期
待
で
き
な

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
特
に
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」「
共
助
」
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
各
種
訓
練
や
学
習
会
を

通
し
て
防
災
意
識
を
高
め
地
域
住
民
が
連
携

し
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
防
災
活
動
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
自
治
連
合
会
会
長
と

し
て
、
長
年
住
民
自
治
活
動
の

推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
令
和
五
年
度
自
治
会
等

地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務

大
臣
表
彰
（
全
国
自
治
会
連
合

会
推
薦
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

祝
総
務
大
臣
表
彰

土
橋
　
周
美 

会
長


